
1．はじめに

エネルギー，環境，食料および水資源問題を解決する材料開
発やプラント・インフラ整備に対する関心が，わが国のみなら
ず世界的に高まっていることは論を俟たない。水に関する事項
として，固体，液体および大気中に含まれる微量水分を検出・
定量化することが可能な分析法の確立は，工業製品や食品の品
質管理，構造物の劣化部分の漏水検出，環境モニタリングなど
の人間生活や環境保全の面で非常に重要である。代表的な水
分検出法として，水と選択的かつ定量的に反応するカール・
フィッシャー試薬を用いた電気化学分析であるカール・フィッ
シャー法（1モルの水分子に対して1モルのヨウ素が関与する
カール・フィッシャー反応に要した電気量から水分量を算出：
水1 mg＝10.71クーロン）がある。実用化されているカール・
フィッシャー水分計は，高感度（測定範囲は数ppm～100％）
であるが，サンプルの一部を取り出して測定するバッチ方式で
あることから，測定結果を得るまでに手間と多大の時間を要す
る。また，本既法は，オンラインでのリアルタイム測定や試料
中や試料表面の水分の可視化は不可能であり，その場観察（画

像化）することが困難である。
一方，水分子を認識し，蛍光発光により応答する水センサー

（以下「蛍光性水センサー」と記す）を開発することができれ
ば，迅速，高感度かつオンラインでのリアルタイム測定や目視
による可視化（蛍光発光による画像化）も可能な水分検出・定
量化蛍光分析法の確立を図れるものと期待できる1-5）。実際に，
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Fig. 1　 Fluorescence sensors for detection of water in organic 
solvents: organic dyes KD-F0011, KD-0021 and 3c, 
fluorescent-conjugated polymer poly（m-aminobenzoic 
acid） and PET compounds OS-1, OS-2, OM-1, OF-1 and 
OF-2.
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要　　　　旨

固体，液体および大気中に含まれる微量水分を検出・定量できる分析法の確立は，工業製品や食品の品質管理，構造物の劣化部
分の漏水検出，環境モニタリングなどの人間生活や環境保全の面で非常に重要である。代表的な水分検出法であるカール・フィッ
シャー水分測定法は，高感度であるが，試料中や試料表面の水分を可視化することは難しい。一方，蛍光性水センサーを開発するこ
とができれば，迅速，高感度かつ目視による可視化（蛍光発光による画像化）も可能な水分検出・定量化蛍光分析法の確立を図れ
るものと期待できる。そこで，本稿では，試料中および試料表面の微量水分を蛍光性色素の光誘起電子移動（Photo-induced electron 
transfer：PET）に基づいて検出・定量化かつ可視化できるPET型蛍光性水センサーのさまざまな有機溶媒中での水分に対する蛍光セ
ンシング特性と微量水分検出のメカニズムについて紹介する。
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